
設置事例



①異径ソケット

②エルボ

④塩ビパイプ VU （100A）

設置に使える塩ビ管一覧

⑤鉢底ネット 推奨！！！

③VU ソケット



Aquaport センサー使用例
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※ 注意事項

水を切らす可能性がほぼなければ
止水しても良いが、給水して形成
層を破壊してしまう事より、落水
しすぎてしまう方がリスクが高い

・止水にする
・弁が閉まったのを確認する

(約２分かかる）
・電源をオフにする

止水

電源OFF

弁確認 給水時は
・センサーの位置を設定する
・自動モードで給水する

取り外す

電池を外す

保管

・Aquaportを取り外し、
電池を外した上で納屋等で保管する稲

刈
り
ま
で
に

・開閉回数を少なくすることで、電池が節約できる

・給水回数が少ない方が圃場の温度変化を抑えることができる

効果

分げつの促進
活着を良くする
ジャンボタニシの動きを抑制

手動では難易度が高い浅水管理を行うことが可能

※地域によっては温度変化等から苗を守るため
初期の深水管理を推奨しています

基本的には上限と下限の間を可能な限りで離す

可能な限り
離す
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内容

・背景 :当地区は礫質土壌であり水持ちがあまり良くない。そのため水管理が難しく、除草剤の効果を発揮させにくい事が課題となっていた。

・試験目的:Aquaportの設置による省力的な水管理が中後期除草剤の効き目に及ぼす影響を調査する。

・試験地 :JA阿蘇管内（南阿蘇村）

・試験薬剤:中後期除草剤

・調査日程:2022/7/12(火)調査区設置、薬剤散布 2022/7/29(金)評価

考察
・Aquaport通期使用圃場は試験開始時点で既に雑草が少ない（初期剤の効果に差が出ている）。

・上記期間内の雑草の生え具合を見ても、Aquaportを使用している圃場の方が生え具合が少ない。

⇒除草剤を効果的に使用するには水管理が重要

慣行区（通常通りの水管理）

7/297/12

試験区（田植え後～Aquaport使用）

7/12 7/29

除草剤効果検証

で効果的な水管理を！


